
  

 

 

 

令和５年４月に新しく改訂された

「きたひろ夢ノート」を北広島市内の

全児童生徒に配布しました。 

今回の改訂に伴い、低学年用（小１

～小４）と高学年中学生用（小５～中

３）の分冊にして、使用学年を小中学

校全学年に広げました。それぞれの学

年の発達段階に応じて、各中学校区で

９年間使用していきます。 

 

１ 「きたひろ夢ノート」とは？ 

 「きたひろ夢ノート」は、北広島市

の子どもたちが夢や希望をもち、自分

の夢や目標に向かって挑戦していくものです。 

 自分が記入した「夢ノート」で自分の歩みを振り返り、成長を確かめながら自己有用感を高め、さまざ

まなことに挑戦する人を育てることをめざしています。 

 

２ 「きたひろ夢ノート」の内容 

 各学年のページ（小学校５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「きたひろ夢ノート」は、北広島の子どもたち一人一人が「生きる力」を身に付け、社会的・職業的に

自立し、将来直面するであろう様々な課題を、柔軟に、たくましく克服していくことができるようにする

ために活用するものです。困難にくじけず、自分の夢や希望に向かって果敢に挑戦していく北広島の子

どもたちを育てるために、「きたひろ夢ノート」がその推進役になることを願っています。 

「ＳＤＧｓ」について記載してい
ます。世界中の課題について、
子どもたちが考える機会になるよ
う、取り上げています。 

自分自身の夢や目標を
前向きな気持ちで記入する
ことで、自己有用感を育て
ていきます。 


